
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
員
の
皆
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
か
れ
ま
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
と
お
慶
び
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
げ
ま
す
。
日
頃
よ

り
同
窓
会
の
事
業
、
運
営
に
あ
た
り
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
津
花
優
校
長
先
生
が
ご
勇

退
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
先
生
は
栗
農
勤
務
時

に
教
務
部
長
と
し
て
、
迫
桜
高
等
学
校
開
校

の
準
備
に
中
心
的
に
携
わ
り
、
開
校
後
二
年

間
お
勤
め
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
会
の

会
則
を
は
じ
め
、
組
織
確
立
の
た
め
学
校
側

の
立
場
か
ら
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
四
月
、
今
度
は
学
校
長
と
し

て
着
任
さ
れ
、
三
年
間
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
の
「
進
路
希
望
の
達
成
」
を
最
大
目
標

と
し
て
、「
学
力
の
保
障
」、「
集
団
の
中
で

の
自
己
実
現
」
を
目
指
し
た
教
育
活
動
の
推

進
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
邁
進

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
定
員
確
保
、

五
学
級
維
持
の
た
め
、
近
隣
の
中
学
校
訪
問

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
迫

桜
の
良
さ
を
訴
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
ご
功
績
に
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
同
窓
会
顧
問
と
し
て
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

時
の
流
れ
は
速
い
も
の
で
、
迫
桜
同
窓
会

創
立
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
真
の
迫
桜

同
窓
生
数
も
約
三
千
名
と
な
り
、
各
方
面
に

お
い
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
喜
ば
し

い
限
り
で
す
。
十
五
周
年
の
節
目
の
総
会
に

仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
所
属
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
姉
歯

け
い
子
さ
ん（
若
高
三
十
四
年
卒
）を
お
招
き

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
姉
歯
さ
ん
は
東

北
大
学
教
育
学
部
卒
業
後
イ
タ
リ
ア
で
オ
ペ

ラ
歌
手
と
し
て
研
鑚
を
積
ま
れ
、
そ
の
後
仙

台
を
中
心
に
オ
ペ
ラ
公
演
、
韓
国
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
で
の
海
外
公
演
、
個
人
リ
サ
イ
タ
ル
、

高
校
、
大
学
で
の
音
楽
指
導
等
幅
広
く
活
躍

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
総
会
当
日
、

素
晴
ら
し
い
歌
唱
を
ご
披
露
し
て
く
だ
さ
る

と
思
い
ま
す
。
必
ず
や
楽
し
い
、
素
晴
ら
し

い
総
会
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
皆
様

の
総
会
へ
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
が
小
中
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
の
時
代
は
、
「
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ギ
追
い
し
彼
の
山
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
鮒
釣
り
し
彼
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
」
の
唱
歌
を
習
い

歌
い
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
人
に
も
「
ふ
る
さ
と
」
が
あ
り
ま

す
。
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
、
育
っ
た
と
こ
ろ
、

自
分
の
転
機
と
な
っ
た
と
こ
ろ
、
住
み
生
活

し
思
い
出
多
い
と
こ
ろ
、
感
化
を
受
け
た
と

こ
ろ
な
ど
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ

り
ま
す
が
。

　

私
は
、
学
校
も
「
ふ
る
さ
と
」
の
一
つ
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
は
、
少

な
か
ら
ず
思
い
出
を
抱
い
て
卒
業
し
て
い
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
級
生
を
含
め
た
親
し
か
っ
た
友
と
出

会
っ
た
と
き
、
い
つ
で
も
学
校
時
代
に
戻
れ

る
、
不
思
議
な
力
を
持
っ
た
「
ふ
る
さ
と
」

が
学
校
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

宮
城
県
迫
桜
高

等
学
校
は
、
栗
原

農
業
高
等
学
校
と

若
柳
高
等
学
校
と

が
合
併
、
統
合
し

て
迫
桜
高
等
学
校

と
な
り
、
今
年
で

十
五
年
目
を
迎
え

ま
す
。
栗
原
農
業

高
等
学
校
卒
業
生

一
万
三
千
二
百
七

十
五
名
、
若
柳
高

等
学
校
卒
業
生
一

万
三
千
八
百
六
十

九
名
、
迫
桜
高
等

学
校
卒
業
生
二
千
八
百
九
十
九
名
の
同
窓
生

の
皆
様
の
母
校
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
、
本

校
の
歴
史
と
伝
統
と
な
り
光
り
輝
い
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
後
輩
達
に
確
実
に
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

同
窓
生
の
皆
様
が
過
ご
さ
れ
た
時
代
と
社

会
情
勢
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
母
校

愛
の
強
さ
、
高
さ
に
は
敬
意
の
念
と
感
動
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　

今
、
栗
原
市
内
で
は
、
少
子
化
に
よ
る
小

中
学
校
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
流
れ
は
市
内
高
等
学
校
へ
も
否
応
な
く
繋

が
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
迫
桜
高
等
学
校
が

そ
の
流
れ
に
飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
活

気
を
保
ち
な
が
ら
更
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
」「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
繁

栄
と
御
健
勝
を
祈
念
し
、
併
せ
て
母
校
迫
桜

高
等
学
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
鞭
撻

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

同窓会活動への
協賛金のお願い
ゆうちょ銀行口座記号番号　　
　０２２６０－１－１１３３６６
口座名称（漢字）　　　　　　 
　宮城県迫桜高等学校同窓会
口座名称（カナ）　　　　　　
　ミヤギケンハクオウコウトウ
　ガッコウドウソウカイ
　※一口１，０００円です。
　　何口でも結構です。
　※ご芳名と卒業年度をご記入
　　ください。

「
同
窓
会
創
立
十
五
周
年
の

　

節
目
の
総
会
に
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手 

　 

姉
歯 

け
い
子
さ
ん
を
迎
え
て
」

校
　
長  

三
　
浦
　
孝
　
洋
　

東京支部総会

総　　会
 「

ふ
る
さ
と
」

同
窓
会
長
　
菅
　
原
　
　
　
孝
　  

    

（
若
高
　
昭
和
三
十
四
年
卒
　

旧
姓 

門
馬
）

仙台支部総会

　平成27年２月28日、
第14回卒業生の同窓会
入会式が、本校アリーナに
おいて行われました。菅原孝会長より１７５名の
入会が許可された後、菅原会長より激励の言葉が
ありました。続いて、３カ年間の高校生活におい
て特に模範的で顕著な活動をした３年３組千葉奈
未さんに対して、迫桜賞（賞状と盾）が授与され
ました。更に、全卒業生に対して卒業記念品とし
て卒業証書ホルダーが贈呈され、最後に３年５組
熊谷駿希くんが新入会員を代表して誓いの言葉を
述べました。

第14回

▼開校記念講演　タカノハシアキラ氏



　

思
い
出
の
先
生
方
に
感
謝

　

栗
農
を
卒
業
し
て
四
十
六
年
の

月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
当

時
の
思
い
出
に
残
る
先
生
方
の
記

憶
を
辿
る
こ
と
と
し
ま
す
。
お
名

前
に
先
生
の
敬
称
を
附
し
て
い
な

い
の
は
、
当
然
に
尊
敬
の
気
持
ち

か
ら
で
す
。（
記
憶
違
い
も
あ
り
ま

す
が
）

　
「
コ
ッ
ペ
」の
厳
し
い
指
導
の
も

と
、
唐
鍬
を
持
っ
て
猪
岡
農
場
の

開
墾
、牧
草
の
播
種
で
す
。今
と
な

っ
て
は
良
い
思
い
出
で
す
。「
果
樹

の
目
黒
」
の
時
は
、
金
成
の
演
習

林
を
伐
採
し
、
そ
れ
を
新
山
農
場

の
暗
渠
に
敷
き
ま
し
た
。
今
、
農

場
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
卒
業
後
暫

く
の
間
、
俺
達
が
暗
渠
し
た
の
で

い
い
実
が
な
っ
て
い
る
と
、
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

　
「
作
物
の
笠
原
」、
何
馬
力
だ
っ

た
か
、
フ
ォ
ー
ド
の
で
っ
か
く
青

い
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
た
姿
が
颯

爽
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
も
う
一

人
「
作
物
の
三
吾
先
生
」
五
石
取

り
稲
つ
く
り
、
分
け
つ
促
進
の
為

の
「
株
か
き
」
な
ど
の
授
業
が
妙

に
記
憶
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま
す
。

三
吾
先
生
は
迫
桜
高
校
初
代
の
同

窓
会
長
で
す
が
、
先
日
鬼
籍
に
入

ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。三
年
時
担
任
は「
土

木
の
二
階
堂
」。
学
校
敷
地
の
測

量
は
こ
れ
も
良
い
思
い
出
の
一
つ

で
す
。
三
、四
年
程
前
の
同
級
会

に
出
席
頂
い
た
時
、
健
康
年
齢
は

六
十
歳
と
言
っ
て
ま
し
た
が
本
当

に
若
い
と
感
じ
ま
し
た
。「
農
業
経

営
の
菅
昭
」
は
何
を
言
っ
て
い
る

の
か
解
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
に
「
野
菜
の
と
ま

と
」、「
花
卉
の
げ
た
」、
発
音
が

時
々
変
と
感
じ
た
「
と
と
こ
の
庄

司
」。
そ
れ
か
ら「
生
物
の
大
沼
」

は
、
誰
か
が
間
違
っ
た
こ
と
を
言

う
と
、
毎
回
の
よ
う
に
、
驚
き
桃

の
木
、
山
椒
の
木
っ
て
い
う
や
つ

だ
ね
、
と
口
を
と
ん
が
ら
が
し
て

言
う
の
で
す
。
こ
の
言
い
方
が
面

白
い
と
思
っ
た
も
の
で
す
。
厳
し

か
っ
た
「
政
経
の
俊
英
」、「
倫
社

の
神
田
」
に
は
生
徒
会
の
顧
問
と

し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
先
生
方
の
殆
ど
が
校
長
と
な
ら

れ
ま
し
た
。
当
時
は
何
と
も
思
わ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
に
し
て

思
え
ば
、
我
々
は
超
偉
大
な
先
生

方
に
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
私
は
二
年
前
に
長
年
の

兼
業
か
ら
細
々
と
し
た
米
作
り
の

専
業
と
な
り
ま
し
た
。
営
農
組
合

を
立
ち
上
げ
て
九
年
。
地
域
は
自

己
完
結
型
の
経
営
で
す
が
、
皆
、

五
年
後
、
十
年
後
は
今
よ
り
も
確

実
に
年
を
取
る
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ

う
な
経
営
形
態
と
し
て
い
く
の
か
、

皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
納
得
の

行
く
結
論
を
出
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
一
言
。
迫
桜
高
校
の
更

な
る
発
展
、迫
桜
生
の
ご
健
闘
、ご

活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

若
柳
高
校
在
京
同
窓
会
の
歩
み

　

初
め
て
の
在
京
同
窓
会
が
昭
和

二
十
八
年
若
高
四
回
卒
の
小
野
寺

裕
一
氏
と
先
輩
た
ち
が
中
心
に
な

り
始
め
た
。
初
代
会
長
に
安
達
た

み
子（
高
女
一
回
卒
・
昭
和
八
年
）

さ
ん
を
担
ぎ
出
し
結
成
。
二
十
八

年
か
ら
三
十
三
年
ま
で
六
年
間
会

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
二
代

会
長
太
田
き
ぬ
子（
高
女
三
回
卒
）、

昭
和
三
十
三
年
か
ら
四
十
年
ま
で

八
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
第
三

代
会
長
鹿
野
芳
子
（
高
女
八
回

卒
・
昭
和
十
五
年
）、渡
辺
達
夫（
高

四
回
卒
）
幹
事
達
と
昭
和
四
十
年

か
ら
六
十
三
年
ま
で
二
十
三
年
間

努
力
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
平
成

元
年
ご
ろ
病
気
の
為
当
時
補
佐
を

し
て
い
た
猪
股
誠
司
（
高
五
回

卒
）
氏
が
第
四
代
会
長
に
、
副
会

長
五
名
、
監
事
・
会
計
各
一
名
、

幹
事
十
五
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

初
の
男
性
会
長
と
な
っ
た
同
窓

会
が
平
成
二
年
十
二
月
八
日（
土
）

在
京
同
窓
会
及
母
校
若
高
創
立

六
十
周
年
記
念
事
業
の
報
告
会
も

兼
ね
て
恩
師
、
校
長
、
本
部
同
窓

会
会
長
、
同
窓
会
副
会
長
、
総
勢

八
十
六
名
の
出
席
の
も
と
盛
大
に

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

平
成
五
年
十
月
二
十
三
日（
土
）

在
京
同
窓
会
に
来
賓
鎌
田
聰
明
校

長
、
村
松
正
志
先
生
、
工
藤
忠
隆

先
生
、
本
部
同
窓
会
長
三
浦
将

照
（
高
十
一
回
卒
）、
副
会
長
菅

原
照
代
（
高
二
回
卒
）、
副
会
長

只
見
勇
喜
（
高
七
回
卒
）
を
迎
え

て
三
時
間
余
り
の
パ
ー
テ
ィ
が
盛

大
、
か
つ
和
や
か
に
終
了
し
ま
し

た
。
会
場
は
港
区
虎
ノ
門
二
︱
九

︱
九
・
発
明
会
館
七
Ｆ
で
し
た
。

　

平
成
八
年
十
月
二
十
六
日（
土
）

在
京
同
窓
会
を
母
校
よ
り
山
田
恒

夫
校
長
、
三
浦
将
照
会
長
、
只
見

勇
喜
副
会
長
、
恩
師
役
員
十
数
名

の
出
席
と
八
十
五
名
の
同
窓
生
一

同
が
会
し
、
三
年
ぶ
り
の
旧
交
を

あ
た
た
め
時
間
も
忘
れ
て
し
ま
う

ほ
ど
の
パ
ー
テ
ィ
で
し
た
。
次
回

の
楽
し
み
を
約
束
し
て
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
会
場
は
港
区
芝
講
演

三
︱
五
︱
八
・
機
械
会
館
六
Ｆ
レ

ス
ト
ラ
ン
「
パ
ー
ク
ヒ
ル
」。

　

平
成
十
二
年
九
月
二
十
三
日

（
土
）若
柳
高
等
学
校
在
京
同
窓
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
恩
師
安
斎
よ

ね
子
先
生
、
三
浦
三
吾
先
生
、
小

野
寺
考
一
先
生
、
佐
々
木
徳
夫
先

生
、
今
井
玉
乃
先
生
、
母
校
よ
り

鈴
木
晃
一
校
長
、
高
橋
武
比
古
同

窓
会
事
務
局
、
本
部
同
窓
会
会
長

三
浦
将
照
、
副
会
長
只
見
勇
喜
、

若
柳
在
住
同
窓
生
＝
佐
藤
弘
・
大

関
京
子
・
菅
原
孝
子
・
菊
地
健
夫
・

工
藤
徳
彦
・
久
光
寧
・
堀
江
満
寿
・

菅
原
静
雄
、
仙
台
在
住
同
窓
生
＝

佐
藤
正
孝
、
大
阪
在
住
同
窓
生
＝

佐
藤
宣
重
以
上
十
九
名
、
在
京
同

窓
生
百
八
十
三
名
総
勢
二
〇
〇
余

名
が
出
席
し
、
い
よ
い
よ
総
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

総
合
司
会
は
山
岸
祥
子
（
高
七

回
卒
）、
開
会
の
辞
副
会
長
菅
原

久
雄
（
高
八
回
卒
）、
挨
拶
は
会

長
猪
股
誠
司
、
鈴
木
晃
一
校
長
、

恩
師
安
斎
よ
ね
子
先
生
他
四
名
、

続
い
て
本
部
同
窓
会
三
浦
将
照
会

長
挨
拶
。
来
賓
紹
介
は
猪
股
会
長
、

い
よ
い
よ
パ
ー
テ
ィ
の
始
ま
り
で

す
。
乾
杯
を
最
年
長
太
田
き
ぬ
子

（
高
女
三
回
卒
）
氏
、
最
年
少
白

鳥
淳
子
（
高
四
十
四
回
卒
）
氏
の

発
声
で
始
ま
り
、
パ
ー
テ
ィ
が
進

む
に
つ
れ
、
本
日
の
特
別
出
演
ビ

リ
ー
バ
ン
バ
ン
（
若
柳
出
身
の
菅

原
孝
兄
弟
）。
唄
と
ト
ー
ク
を
交

え
て
進
め
ら
れ
、
ヒ
ッ
ト
曲
の

「
白
い
ブ
ラ
ン
コ
」
が
熱
唱
さ
れ

時
間
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ

し
て
若
高
同
窓
会
最
後
の
「
若
柳

高
女
校
歌
」
と
「
若
高
校
歌
」
を

全
員
で
大
合
唱
し
青
春
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
大
盛
会
の
う
ち
に
総

会
を
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

御
出
席
の
恩
師
、
若
高
女
、
若
高

の
同
窓
生
の
方
々
に
協
力
を
頂
き
、

心
よ
り
お
礼
と
皆
々
様
の
健
康
を

お
祈
り
し
て
解
散
し
ま
し
た
。

　

栗
農
同
窓
会
東
京
支
部
の
総
会

に
御
招
待
さ
れ
た
の
は
、
平
成
十

二
年
十
一
月
五
日
亀
山
晶
子
（
高

十
八
回
卒
）、
日
野
敬
子
（
高

十
八
回
卒
）、
佐
々
木
浩
一
（
高

二
十
三
回
卒
）。
続
い
て
平
成

十
三
年
十
二
月
十
六
日
亀
山
晶
子
、

菅
原
久
雄
。
平
成
十
四
年
十
一
月

十
五
日
皆
川
弘
美
、
菅
原
久
雄
。

平
成
十
五
年
十
二
月
十
六
日
亀
山

晶
子
、
皆
川
弘
美
（
高
二
十
二
回

卒
）、
菅
原
久
雄
が
若
高
同
窓
生

と
し
て
出
席
し
、
迫
桜
高
校
在
京

同
窓
会
設
立
に
向
け
て
話
し
合
い

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
設
立

総
会
は
平
成
十
六
年
十
二
月
五
日

と
決
定
致
し
ま
し
た
。
栗
農
同
窓

会
東
京
支
部
長
遠
藤
幸
治
、
副
支

部
長
鹿
野
敏
男
、
副
支
部
長
菅
原

文
子
、
幹
事
長
三
浦
英
二
、
事
務

局
石
川
嘉
治
氏
の
方
々
に
御
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
事
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

若柳支部
小野寺　伸　男
栗農　昭和44年卒
（若柳新田在住）

若

柳

迫  桜  祭 田　植　え 桜とすずめ 入  学  式

　

母
校
に
誇
り
を
持
っ
て

阿
　
部
　
五 

　
一
　

（
栗
農
　
昭
和
二
十
二
年
三
月
卒
　

多
賀
城
市
在
住
）

　

私
は
平
成

二
十
五
年
春

の
叙
勲
に
お

い
て　
「
旭
日

小
綬
章
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

栗
農
を
卒
業
し
小
学
校
の
教
員

（
代
用
教
員
）
を
振
り
出
し
に
陸

上
自
衛
隊
員
、
代
議
士
秘
書
、
市

議
会
議
員
等
の
職
を
経
て
、
平
成

二
十
三
年
九
月
、
八
十
一
歳
に
至

る
ま
で
の
約
六
十
三
年
間
奉
職
、

そ
の
間
に
お
け
る
自
衛
隊
在
職

三
十
年
、
市
議
会
議
員
二
十
年
五

ケ
月
公
職
に
あ
た
っ
た
こ
と
に
よ

り
防
衛
及
び
地
方
自
治
功
労
者
と

し
て
の
受
賞
で
あ
り
ま
し
た
。

　

栗
駒
山
山
麓
（
旧
尾
松
村
）
で

生
ま
れ
育
っ
た
田
舎
者
が
、
十
八

歳
で
世
に
出
て
八
十
一
歳
ま
で
の

約
六
十
三
年
間
は
、
ま
さ
に
山
あ

り
谷
あ
り
、
悪
戦
苦
闘
の
人
生
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、「
負
け
る
な

よ
、
頑
張
れ
」
と
常
に
励
ま
し
、

癒
し
、
そ
し
て
支
え
て
く
れ
た
も

の
は
、
栗
農
の
昔
の
校
歌
に
あ
っ

た
「
天
そ
そ
り
立
つ
栗
駒
の
雪
解

の
水
の
あ
つ
ま
り
て
沃
野
を
ひ
た

す
迫
川
…
」
あ
の
古
里
の
山
（
栗

駒
山
）
で
あ
り
、
川
（
迫
川
）
で

あ
り
、
水
車
が
ま
わ
る
緑
豊
か
な

田
園
風
景
で
あ
り
、
そ
し
て
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
の
中
に
あ
っ
た
栗

農
で
三
年
間
学
び
培
わ
れ
た
百
姓

魂
（
栗
農
魂
）
で
あ
り
ま
し
た
。

私
は
常
に
栗
農
卒
業
生
で
あ
る
こ

と
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
の
栗
農
時
代
は
、
昭
和
十
九

年
四
月
か
ら
昭
和
二
十
二
年
三
月

の
三
年
間
で
戦
中
戦
後
の
ま
さ
に

激
動
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
戦

前
は
農
繁
期
に
は
農
家
へ
の
勤
労

奉
仕
、
毎
日
の
よ
う
に
家
か
ら
鋸

や
鍬
、
鉈
等
を
持
っ
て
山
へ
直
行

し
松
根
堀
り
と
い
う
日
課
で
し
た
。

従
っ
て
机
の
上
で
の
勉
強
を
や
っ

た
と
い
う
記
憶
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
昭
和
二
十
年
八
月

十
五
日
金
成
？
の
山
中
で
松
根
堀

り
の
作
業
中
「
重
大
発
表
が
あ
る

の
で
直
ち
に
帰
校
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
暑
い
中
を
開
墾
の
用
具
を

担
い
で
帰
校
し
、
校
庭
で
終
戦
の

玉
音
放
送
を
聞
い
た
の
で
し
た
が
、

あ
の
時
の
こ
と
が
今
で
も
は
っ
き

り
と
記
憶
の
中
に
残
っ
て
お
り
ま

す
。
さ
て
こ
れ
か
ら
日
本
は
、
わ

れ
わ
れ
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
…

友
人
同
士
で
話
し
合
っ
た
も
の
で

し
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

を
境
に
し
て
何
も
か
も
一
変
し
ま

し
た
。
軍
事
教
練
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
英
語
の
勉
強
が
始
ま
り
ま

し
た
。
上
級
生
に
訳
も
な
く
説
教

さ
れ
た
り
、
殴
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
先
生
と

生
徒
、
上
級
生
と
下
級
生
と
の
関

係
も
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま

し
た
。
民
主
主
義
と
は
い
い
も
の

だ
な
あ･･･

と
思
っ
た
も
の
で
し

た
。

東京副支部長
菅　原　久　雄
若高　昭和31年卒

（東京都在住）
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「
生
意
気
だ
頭
下
げ
ろ
」、
上

級
生
に
説
教
さ
れ
昼
の
休
憩
時
間

は
休
む
暇
が
な
か
っ
た
こ
と
、
農

業
実
習
で
の
か
た
わ
ら
、
若
高
女

子
学
生
と
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
詰
で
の

栗
鉄
（
の
ち
の
栗
電
）
で
の
通
学
、

食
料
難
時
代
の
下
宿
（
冬
）
生
活
、

桜
花
爛
漫
の
迫
川
の
堤
防
を
闊
歩

し
た
こ
と
。
他
校
の
学
生
と
喧
嘩

（
当
時
は
遊
び
の
程
度
）
し
て
あ

る
い
た
こ
と
等
々
。
青
春
真
盛
り

の
栗
農
時
代
が
今
で
も
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

時
を
経
て
、
同
級
生
の
中
に
は
、

地
方
で
首
長
や
助
役
、
議
会
の
議

長
、
小
中
学
校
の
校
長
や
、
仙
台

に
出
て
会
社
を
興
し
社
長
に
な
っ

た
も
の
も
何
人
か
お
り
ま
し
た
。

　

栗
農
「
四
七
会
」
と
称
し
て
全

体
の
同
級
会
を
や
っ
た
ら
、
特
に

仙
台
に
お
い
て
は
度
々
集
ま
っ
て
は

栗
農
時
代
の
事
や
人
生
を
語
り
合

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
寄
る
年
並

み
に
は
勝
て
ず
、
一
人
二
人
と
欠
け

て
逝
き
寂
し
く
な
る
ば
か
り
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
年
に
な
っ
て
も

未
だ
母
校
の
名
前
が
新
聞
等
に
出

た
り
し
ま
す
と
、
当
時
の
事
を
思

い
出
し
懐
か
し
さ
で一
杯
に
な
り
ま

す
。
と
同
時
に
学
業
で
も
ス
ポ
ー
ツ

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
も
よ
し
、

と
に
か
く
活
躍
の
状
況
を
Ｐ
Ｒ
し
、

迫
桜
高
校
の
名
を
世
間
に
出
る
よ

う
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

迫
桜
高
校
に
は
記
念
館
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
元
気
な
う
ち
に

一
度
訪
ね
て
み
た
い
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
は
田
舎
も
都
会
も

境
目
が
な
く
な
っ
て
そ
う
感
じ
な

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
田

舎
者
で
よ
し
、
百
姓
で
よ
し
、
私

は
全
国
何
処
へ
行
っ
て
も
こ
れ
を
自

認
し
、
こ
の
劣
等
感
を
「
負
け
じ

魂
」
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て

人
生
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。
人

間
到
る
と
こ
ろ
青
山
あ
り
、
大
志

を
持
っ
て
広
い
世
界
に
出
て
大
い
に

羽
ば
た
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

迫
桜
高
校
在
校
生
の
皆
さ
ん
、
母

校
に
誇
り
を
持
っ
て
の
ご
活
躍
と
母

校
の
更
な
る
発
展
を
念
じ
な
が
ら

拙
文
を
閉
じ
ま
す
。

　

迫
桜
か
ら
の
羽
ば
た
き
と

　
　
　
　
　

出
会
い
に
感
謝
を

高
　
橋
　
郁
　
恵
　

（
迫
桜
　
平
成
二
十
年
卒
　

栗
原
市
若
柳
在
住
）

　

日
差
し
が

輝
く
懐
か
し

の
教
室
か
ら

校
庭
を
見
る

と
、
三
年
間
の
高
校
生
活
と
仲
間

と
の
語
ら
い
が
鮮
明
に
蘇
っ
て
き

ま
す
。
思
え
ば
、
私
が
迫
桜
高
校

を
卒
業
し
て
か
ら
今
年
で
七
年
に

な
り
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
青
春
を
謳
歌
し
た

迫
桜
高
校
に
て
福
祉
科
の
講
師
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
あ
の
時

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
や
新
し

く
出
会
う
先
生
方
、
そ
し
て
生
徒

た
ち
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
講
師

生
活
の
一
年
目
を
ス
タ
ー
ト
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

中
学
生
の
頃
、
祖
父
の
疾
患
が

き
っ
か
け
で
医
療
・
福
祉
分
野
に

興
味
を
持
ち
、
迫
桜
高
校
で
は
進

学
を
目
指
し
て
日
々
課
外
や
模
試

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
高
校

三
年
生
の
秋
、
第
一
志
望
の
大
学

へ
の
推
進
入
試
が
あ
り
ま
し
た
。

先
生
方
に
は
放
課
後
遅
く
ま
で
面

接
練
習
や
小
論
文
の
指
導
を
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
、
第
一
志
望
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
医

療
・
福
祉
を
深
く
学
び
た
い
」
と

い
う
思
い
は
変
わ
ら
ず
、
一
般
入

試
に
切
り
替
え
て
か
ら
、
よ
り
一

層
学
習
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
悔
し
さ
を
ば
ね
に
、

や
っ
と
の
こ
と
合
格
通
知
を
手
に

し
た
時
の
気
持
ち
は
、
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
最
後

ま
で
献
身
的
に
支
え
、
励
ま
し
て

下
さ
っ
た
先
生
方
に
は
感
謝
し
て

も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　

介
護
福
祉
士
国
家
資
格
と
教
員

免
許
を
取
得
し
、
大
学
生
活
を
終

え
た
私
は
、
仙
台
に
あ
り
ま
す
老

人
保
健
施
設
で
、
介
護
福
祉
士
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
福
祉

現
場
で
の
、
認
知
症
の
利
用
者
様

や
そ
の
ご
家
族
様
と
の
出
会
い
が

あ
り
、「
お
も
て
な
し
の
介
護
の

あ
り
方
」
や
「
人
間
の
人
生
の
尊

さ
」、「
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

の
大
切
さ
」
を
、
多
く
の
事
例
を

も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
そ
の
学
び
を
活
か
し

迫
桜
高
校
で
、
介
護
福
祉
士
の
国

家
試
験
を
目
指
す
生
徒
た
ち
に
授

業
を
展
開
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
か
つ
て
、
生
徒
と
し
て
お

世
話
に
な
っ
た
自
分
が
、
今
度
は

先
生
と
し
て
お
役
に
立
て
る
こ
と

に
、
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

後
輩
の
皆
さ
ん
に
こ
の
言
葉
を
贈

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
『
蒔
か
れ
た
種
は
、
す
ぐ
に
花

を
咲
か
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
土
の
中
で
根
を
張
り
、
茎
を

伸
ば
し
、
葉
を
茂
ら
せ
、
つ
ぼ
み

を
つ
く
り
、
時
期
が
く
れ
ば
、
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
だ
か
ら
、
努
力

し
た
の
に
何
の
成
果
も
な
い
よ
う

に
思
え
る
時
も
、
辛
い
時
も
、
苦

し
い
時
も
、
悔
し
い
時
も
、
誰
に

も
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
根
を
張
り
、

君
は
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
て
い
る
の

で
す
。
い
つ
か
君
が
た
く
さ
ん
の

花
を
咲
か
せ
、
た
く
さ
ん
の
実
を

結
ぶ
た
め
に･･･

』
私
が
恩
師
の

先
生
に
い
た
だ
い
た
言
葉
で
す
。

　

家
族
や
先
生
方
、
友
人
、
地
域

の
方
々
、
あ
な
た
が
辛
い
時
に

は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
手
を
差
し

伸
べ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
ど
う

か
、
あ
き
ら
め
ず
夢
に
向
か
っ
て

羽
ば
た
い
て
み
て
下
さ
い
。
そ
し

て
、
い
つ
か
羽
ば
た
く
こ
と
が
で

き
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
支
え
て
く

れ
た
人
が
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
が
ま
た
誰
か
の
支

え
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業

生
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
生
徒
の
皆

さ
ん
の
ご
活
躍
と
迫
桜
高
校
の

益
々
の
発
展
を
ご
祈
念
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
、
講
師
と
し
て
日
々
、

授
業
へ
の
情
熱
と
生
徒
へ
の
献
身

的
姿
勢
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に

黄
　
海
　
　
　
梓
　

（
迫
桜
　
平
成
二
十
六
年
卒
　

栗
原
市
若
柳
在
住
）

　

私
が
迫
桜

高
校
を
卒
業

し
て
か
ら
数

か
月
が
経
ち

ま
す
。
つ
い
こ
の
間
ま
で
高
校
生

だ
っ
た
自
分
が
嘘
か
と
思
う
く
ら

い
、
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
の
を
早

く
感
じ
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
栗
っ
こ
農
業
協
同

組
合
に
勤
め
て
お
り
、
金
融
部
に

配
属
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
わ
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
先

輩
や
上
司
に
ご
指
導
し
て
頂
き
な

が
ら
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
迫
桜
高
校
に
入
学
し
た
当

初
は
、
進
学
を
視
野
に
入
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
昔
か
ら
農
業

に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
途
中
か

ら
思
い
切
っ
て
進
路
を
変
え
ま
し

た
。
進
路
を
変
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
学
習
の
仕
方
が
進
学
コ
ー
ス
と

は
違
い
、
ま
た
、
三
年
次
の
夏
休

み
は
面
接
練
習
、
企
業
訪
問
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
進
路
達
成

の
た
め
毎
日
忙
し
く
、
不
安
に
な

り
な
が
ら
過
ご
し
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
先

生
方
の
温
か
い
ご
指
導
に
よ
り
、

な
ん
と
か
内
定
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス

や
部
活
で
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
の

助
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の

自
分
が
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
感
謝
の
一
言
で
は
表
す

こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い
で
す
。

　

さ
て
、
高
校
生
活
三
年
間
は
将

来
を
考
え
、
学
ん
で
い
く
時
期
だ

と
思
い
ま
す
。
何
と
な
く
高
校
生

活
を
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
毎
日

楽
し
く
充
実
し
た
生
活
を
送
り

「
最
高
の
高
校
生
活
だ
っ
た
」
と

感
じ
ら
れ
る
三
年
間
を
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。

　

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

迫
桜
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
と

に
か
く
楽
し
む
こ
と
で
す
。
二
つ

目
は
、
仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
す
。
ク
ラ
ス
で
出
会
っ
た
仲
間
、

部
活
で
出
会
っ
た
繋
が
り
を
大
切

に
す
る
こ
と
は
、
将
来
き
っ
と
役

に
立
ち
ま
す
。
そ
し
て
三
つ
目
が
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と

で
す
。
今
の
自
分
が
あ
る
の
も
、

先
生
方
や
仲
間
た
ち
、
家
族
や
地

域
の
方
々
の
支
え
が
あ
る
か
ら
で

す
。
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
生

き
て
い
る
こ
と
に
常
に
感
謝
し
て

く
だ
さ
い
。
思
い
通
り
に
い
か
な

い
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
思
っ
た

と
き
、
必
ず
手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
ま
す
。
陰
な
が
ら
皆
さ
ん
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
迫
桜
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を

ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

灯　り　展 修 学 旅 行 食品加工実習 職場体験学習 迫　桜　祭

　

様
々
な
分
岐
点
を
経
て
。

タ
カ
ノ
ハ
シ
ア
キ
ラ
　

（
若
高
　
平
成
十
年
卒
　 

東
京
都
在
住
）

　

皆
様
は
じ

め
ま
し
て
。

若
柳
高
等
学

校
卒
業
生
の

タ
カ
ノ
ハ
シ
ア
キ
ラ
（
本
名
・
鷹

觜
明
）
と
申
し
ま
す
。
私
は
今
、

東
京
を
中
心
に
役
者
や
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
思

っ
て
お
り
ま
す
と
共
に
、
少
々
恐

縮
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
私
の
高
校
生
活
は

決
し
て
自
慢
で
き
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
高
校

時
代
、
真
面
目
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
バ
ン
ド
と
テ
ニ
ス
と
文
化
祭

の
模
擬
店
だ
け
・
・
・
。
出
席
日

数
も
ギ
リ
ギ
リ
、
成
績
も
ギ
リ
ギ

リ
…
。
先
生
方
に
は
沢
山
迷
惑
を

か
け
、
教
員
を
し
て
い
た
両
親
に

も
恥
ず
か
し
い
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
高
校
を
卒
業
し
て
す

ぐ
に
ド
ラ
マ
ー
を
目
指
し
て
上
京

し
ま
し
た
が
、
十
八
～
二
十
代
前

半
は
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
た
と
き
、
あ
る
ご
縁
か
ら

演
劇
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
、

新
し
い
自
分
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
十
年
。

　

お
陰
様
で
ド
ラ
マ
ー
と
し
て
の

活
動
の
他
、
役
者
と
し
て
映
画
や

ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
や
イ
ベ
ン
ト
、
舞

台
出
演
な
ど
貴
重
な
経
験
を
沢
山

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

帰
省
し
た
際
に
は
沢
山
の
方
に
励

ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
頂
き
、
毎

回
の
よ
う
に
同
級
生
が
集
ま
っ
て

飲
み
会
を
開
い
て
く
れ
ま
す
。
い

つ
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

先
日
、
海
外
に
て
ア
メ
リ
カ
の

巨
匠
が
メ
ガ
ホ
ン
を
と
っ
た
大
作

映
画
の
撮
影
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
も
皆
様

の
応
援
が
大
き
な
心
の
支
え
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
定
期
的
に
帰
省
し

小
さ
な
頃
か
ら
大
好
き
だ
っ
た
栗

原
神
楽
の
一
員
と
し
て
伝
統
芸
能

・
南
部
神
楽
の
活
動
も
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
の
進
む
道
に
不

安
を
感
じ
た
時
は
高
校
卒
業
の
時

に
父
親
か
ら
言
わ
れ
た
『
進
む
道

に
迷
っ
た
と
き
、
最
後
の
決
断
は

必
ず
自
分
で
す
る
よ
う
に
』
の
言

葉
を
今
で
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
元
の
皆
様
に
喜

ん
で
頂
け
る
よ
う
に
精
進
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
二
十
六
年
度
迫
桜
賞
の
紹
介

　
　

◎
千　

葉　

奈　

未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生 

徒 

会 

長
）

　
迫
桜
高
校
同
窓
会
代
表
役
員

 

■
平
成
二
十
六
年
度
　
第
十
四
回
生
　（
敬
称
略
）

　
　
　
　

 　
　
　
　
　

◎
印
は
代
表
委
員
長　

○
印
は
代
表
副
委
員
長

一
組
代
表　

金　

野　

譲　

治（
登
米
市
迫
町
）

　
　
　
　
　

吉　

田　

拓　

実（
登
米
市
石
越
町
）

二
組
代
表　

井　

林　

健　

太（
登
米
市
南
方
町
）

　
　
　
　

○
黄　

海　
　

梓　
（
栗
原
市
若
柳
）

三
組
代
表　

菊　

地　

彩　

望（
登
米
市
中
田
町
）

　
　
　
　
　

佐　

藤　

美　

咲（
栗
原
市
若
柳
）

四
組
代
表　

佐　

藤　

佑　

希（
栗
原
市
一
迫
）

　
　
　
　
　

三　

浦　

美　

咲（
栗
原
市
若
柳
）

五
組
代
表
◎
熊　

谷　

駿　

希（
栗
原
市
若
柳
）

　
　
　
　
　

鈴　

木　

美　

紅（
栗
原
市
若
柳
）

一
．
卒
業
生
の
進
路
決
定
先

●
進　

学

　

国
立
大
学
…
…
…
…
…
…
…
１
名

　

私
立
大
学
…
…
…
…
…
…
…
13
名

　

私
立
短
大
…
…
…
…
…
…
…
22
名

　

大
学
校
…
…
…
…
…
…
…
…
５
名

　

看
護
系
専
門
…
…
…
…
…
…
15
名

　

そ
の
他
専
門
・
各
種
…
…
…
33
名

●
就　

職

　

公
務
員
…
…
…
…
…
…
…
…
５
名

　

民
間
就
職
…
…
…
…
…
…
…
79
名

　

昨
年
度
の
卒
業
生
の
進
路
は
右
の

よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

民
間
就
職
が
前
年
度
か
ら
若
干
増

え
ま
し
た
が
、
公
務
員
は
半
減
し
ま

し
た
。
年
次
の
ほ
ぼ
半
数
が
就
職
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

就
職
内
定
状
況
に
お
い
て
は
、
前

年
以
上
の
高
卒
求
人
票
を
早
く
か
ら

い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
も
積
極
的
に

就
職
活
動
に
臨
み
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
活
動
し
た
結
果
、
卒
業
ま
で
に
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
内
定
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
公
務
員
試
験
に
お
い
て
も
、

校
内
や
栗
原
市
内
４
校
で
行
っ
て
い

る
講
習
会
、
模
擬
試
験
な
ど
積
極
的

な
受
験
勉
強
が
み
の
り
、
の
べ
合
格

者
は
10
名
で
し
た
。

　

進
学
面
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｏ
入
試

や
推
薦
入
試
に
む
け
て
早
期
か
ら
一

所
懸
命
に
小
論
文
や
面
接
練
習
に
励

む
生
徒
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
中

で
も
看
護
の
進
学
者
は
一
般
入
試
に

向
け
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
講
習
な

ど
に
取
り
組
み
例
年
よ
り
多
く
の
合

格
者
が
で
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
卒
業

ま
で
に
ほ
ぼ
全
員
の
進
路
が
達
成
さ

れ
ま
し
た
。

二
．
本
校
生
の
進
路
希
望
の
状
況

　

本
校
で
は
年
に
五
回
の（
三
年
次

生
は
三
回
）進
路
希
望
調
査
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て

は
大
学・短
大
へ
の
進
学
希
望
者
が
し

だ
い
に
減
り
、専
門
各
種
学
校
へ
の
進

学
希
望
者
の
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。し
か
し
、年
次
が
進
む
に
つ

れ
、公
務
員
や
看
護
学
校
な
ど
比
較

的
安
定
し
た
職
種
し
進
路
希
望
を

変
更
す
る
動
き
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

進
路
指
導
部
と
し
て
は
、
こ
う
し

た
生
徒
の
変
化
す
る
進
路
希
望
や
受

験
に
対
応
し
つ
つ
も
、
安
易
な
進
路

選
択
に
な
ら
ぬ
よ
う
指
導
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

 　
　
　
　

 

（
進
路
指
導
部 

村
上
）

平
成
26
年
度

　卒
業
生
進
路
状
況

平
成
26
年
度

　卒
業
生
進
路
状
況

在 校 生 の 活 躍

（
敬
称
略
）

  

平
成
27
年
度

　
栗
原
登
米
支
部
総
合
体
育
大
会

卓
球
部

　

女
子
学
校
対
抗
第
一
位

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

第
一
位　

加
藤　

遥
菜

　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

栞

　
　

第
三
位　

小
野
寺　

楓

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

優
香

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

第
一
位　

加
藤　

遥
菜

　
　

第
三
位　

小
野
寺　

楓

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

女
子
団
体　

第
二
位

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　

第
一
位　

千
葉
恵
利
香

剣
道
部

　

男
子
団
体　

第
三
位

　

男
子
個
人

　
　

第
三
位　

千
葉
凛
太
郎

弓
道
部

　

女
子
団
体　

第
二
位

　

女
子
個
人

　
　

第
一
位　

星　
　

晴
日

柔
道
部

　

男
子
団
体　

第
一
位

　

男
子
個
人

　

軽
量
級

　
　

第
一
位　

小
野
寺
研
人

　
　

第
二
位　

千
葉　

智
弘

　
　

第
三
位　

阿
部　

直
希

　

中
量
級

　
　

第
一
位　

徳
能　
　

涼

　

軽
重
量
級

　
　

第
一
位　

佐
藤　

宥
斗

　
　

第
三
位　

伊
邉　
　

諄

ホ
ッ
ケ
ー
部

　

女
子　

第
二
位

サ
ッ
カ
ー
部

　

第
二
位

陸
上
部

　

男
子

　

２
０
０
Ｍ

　
　

第
三
位　

千
葉　

創
太

　

４
０
０
Ｍ

　
　

第
二
位　

千
葉　

創
太

　

１
１
０
Ｍ
Ｈ

　
　

第
二
位　

岩
嶋　

一
馬

　

走
幅
跳

　
　

第
一
位　

島
貫　

郁
己

　

棒
高
跳

　
　

第
一
位　

佐
々
木
巧
弥

　

三
段
跳

　
　

第
一
位　

石
川　
　

輝

　
　

第
二
位　

島
貫　

郁
己

　

円
盤
投

　
　

第
一
位　

加
藤　
　

翠

　

や
り
投

　
　

第
三
位　

髙
橋　
　

諒

　

４
×
１
０
０
Ｍ
Ｒ

　
　

第
三
位　

　
　

石
川　

輝
・
佐
々
木
巧
弥

　
　

千
葉
創
太
・
菅
原
啓
太

　

女
子

　

１
５
０
０
Ｍ

　
　

第
二
位　

鈴
木
美
歩
那

　

３
０
０
０
Ｍ

　
　

第
一
位　

鈴
木
美
歩
那

　

砲
丸
投

　
　

第
一
位　

石
川　

栞
奈

　

円
盤
投

　
　

第
一
位　

石
川　

栞
奈

　

ハ
ン
マ
ー
投

　
　

第
一
位　

石
川　

栞
奈

　
　

第
二
位　

髙
橋　

亜
美

　

４
×
１
０
０
Ｍ
Ｒ

　
　

第
三
位

　
　

菅
原
美
帆
・
佐
々
木
く
る
み

　
　

髙
橋
亜
美
・
鈴
木
咲
菜　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

男
子　

第
四
位

　

女
子　

第
三
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

男
子　

第
四
位

　

女
子　

第
三
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

男
子
個
人

　
　

佐
竹
直
矢
・
佐
藤
健
太
ペ
ア

　
　
　
　

予
選
リ
ー
グ
１
位

  

平
成
27
年
度

  

宮
城
県
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
部

　

男
子
棒
高
跳

　
　

第
１
位　

佐
々
木
巧
弥　

 

　

男
子
円
盤
跳

　
　

第
３
位　

加
藤　
　

翠

　
　
　（
以
上
東
北
大
会
出
場
）

卓
球
部

　

女
子
学
校
対
抗　

第
３
位

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
８　

加
藤　

遥
菜　

　
東
北
大
会
代
表
者
決
定
戦
勝
ち
上
が
り

　
　
　
　
　
　

小
野
寺　

楓

　
　
　（
以
上
東
北
大
会
出
場
）

ホ
ッ
ケ
ー
部

　

女
子　

第
２
位

　
　
　
　
　（
東
北
大
会
出
場
）

水
泳
部

　

男
子
一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　

第
７
位　

千
葉　
　

麗

　
　
　
　（
東
北
大
会
出
場
）

  

平
成
26
年
度

  

栗
原
登
米
支
部
総
合
文
化
祭

写
真
部

　
　

金　

賞　

佐
藤　

利
帆

　
　

銀　

賞　

高
橋　

玲
華

　
　

銅　

賞　

小
野
寺
弥
生

　
　

銅　

賞　

中
山　

千
里

　
　

銅　

賞　

海
野　

幸
奈

書
道
部

　
　

最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　

沼
倉　

愛
美

　
　

優
秀
賞　

冨
栄　

彩
奈

　
　

優
良
賞　

菊
地　

彩
望

美
術
部
　

　
　

優
秀
賞
・
会
員
推
薦
賞

　
　
　
　
　
　

千
葉　

彩
加

　
　
　
　
　
　

星　
　

琴
絵

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
宮
城
大

会
　
全
国
高
校
生
介
護
技
術
コ

ン
テ
ス
ト

　
　

奨
励
賞　

佐
藤
ひ
か
る

　
　
　
　
　
　

庄
司　

歩
美

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
ち
な
美

全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
東
北
大
会

　

打
楽
器
三
重
奏

　
　
　
　
　
　

三
浦　

敬
登

　
　
　
　
　
　

岩
渕　

晴
樹

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
彩
春

　
同
窓
会
役
員
名
簿

　
　
　
　
　

 

（
平
成 

27
年
６
月
２
日
現
在
・
敬
称
略
）

　
役
職
　
　
　
　
　
　
氏
　
　
名
　
　
　
卒
業
年

会　

長　
　
　

菅
原　

孝　

若
昭
34

副
会
長　
　
　

佐
藤　

敬
子　

若
昭
40

副
会
長　
　
　

菅
原　

恵
一　

栗
昭
37

副
会
長　
　
　

菅
原　

久
男　

栗
昭
40

副
会
長　
　
　

佐
藤　

哲
夫　

栗
昭
40

副
会
長　
　
　

佐
藤　

友
子　

若
昭
42

副
会
長　
　
　

八
巻　

千
治　

若
昭
40

監　

事　
　
　

髙
橋　

一
男　

栗
昭
38

監　

事　
　
　

佐
藤　

建
樹　

若
昭
36

理　

事　
　
　

菅
原　

洋　

栗
昭
30

理　

事　
　
　

鎌
田　

健　

若
昭
40

理　

事　
　
　

菅
原　

時
晴　

若
昭
41

理　

事　
　
　

小
野
寺
正
美　

栗
昭
41

理　

事　
　
　

小
野　

大
介　

栗
昭
51

理　

事　
　
　

目
黒　

文
男　

栗
昭
29

理　

事　
　
　

鈴
木　

繁
彦　

栗
昭
42

理　

事　
　
　

佐
々
木
健
彦　

若
昭
47

理　

事　
　
　

阿
部　

正
一　

栗
昭
42

理　

事　
　
　

阿
部　

武
寿　

若
昭
32

理　

事　
　
　

菅
原　

静
悦　

栗
昭
43

理　

事　
　
　

髙
橋
ひ
ろ
子　

若
昭
44

理　

事　
　
　

髙
橋　

貞　

栗
昭
47

理　

事　
　
　

佐
々
木
浩
子　

若
昭
58

理　

事　
　
　

鈴
木　

英
克　

栗
昭
41

理　

事　
　
　

菅
原　

政
一　

栗
昭
39

理　

事　
　
　

池
田　

和
子　

若
昭
48

理　

事　
　
　

本
田　

亜
希　

迫
平
14

理　

事　
　
　

菅
原　

伸　

迫
平
22

理　

事　
　
　

高
橋　

知
江　

迫
平
24

理　

事　
　
　

熊
谷　

駿
希　

迫
平
26

理　

事　
　
　

吉
田　

玲
子　 
（
学
校
・
教
頭
）

　

 

編 

集 

後 

記

　

同
窓
会
報
第
十
五
号
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
原
稿
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
号
で
も
、
支
部
さ
ん
方

を
通
じ
て
各
支
部
で
配
布
を
し
て
い
た
だ

く
形
に
加
え
、
迫
桜
高
校
の
平
成
十
五
年

か
ら
二
十
二
年
度
の
卒
業
生
へ
送
付
す
る

試
み
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
会
報
を
一

人
で
も
多
く
の
同
窓
生
に
読
ん
で
い
た
だ

き
、
迫
桜
高
等
学
校
へ
の
窓
口
や
、
皆
様

の
ご
交
流
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
も
読
み
や
す
い
会
報
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
尚

一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　

 　
（
事
務
局
広
報
担
当　

佐
藤
）

昭
和
二
十
七
年
度
卒

　

小
宮
嘉
代
子
（
広
島
県
福
山
市
）

平
成
十
五
年
度
卒

　

加
美
山
若
奈
（
登
米
市
迫
町
）

　

及
川　

真
希
（
栗
原
市
志
波
姫
）

平
成
十
六
年
度
卒

　

鈴
木
慎
太
郎
（
栗
原
市
栗
駒
）

　

佐
々
木
遥
香
（
栗
原
市
鶯
沢
）

　

工
藤　

則
弘
（
登
米
市
石
越
町
）

平
成
十
八
年
度
卒

　

菅
原　

美
希
（
一
関
市
花
泉
町
）

平
成
十
九
年
度
卒

　

伊
藤　

美
菜
（
登
米
市
中
田
町
）

平
成
二
十
一
年
度
卒

　

小
野
寺
真
一
（
登
米
市
石
越
町
）

（
敬
称
略
）

原稿募集のお知らせとお願い
　迫桜高校同窓会報は同窓会総会のご案内を兼ね発行してい
ます。同期会や同級会の情報や報告はもちろんのこと、高校
時代の思い出、迫桜高校に対する思い、迫桜生に対する激励、
会員本人の近況、会員の活躍、会員の様々な取り組みなど、
なんでも結構です。ぜひ同窓会事務局までお寄せいただきた
いと思います。写真などを添えていただきますと、なお幸い
です。
　また、締め切りは毎年４月下旬頃ですが、字数や応募方法
など詳しいことに関しては事務局にお問い合わせください。

　　迫桜高校総務部同窓会事務局
　　　　　　　（☎0228－35－1818）

　
支
部
　
　
　
　
　
　
　
　
支
部
長
氏
名
　
　 

卒
業
年

若　

柳
（
栗
原
市
）
上
山
喜
志
雄　

栗
昭
43

金　

成
（
栗
原
市
）
阿
部　

眞
三　

栗
昭
37

志
波
姫
（
栗
原
市
）
髙
橋　

利
昭　

栗
昭
35

栗　

駒
（
栗
原
市
）
菅
原　

清
幸　

栗
昭
31

鳥
矢
崎
（
栗
原
市
）
佐
竹　

栄
一　

栗
昭
30

姫　

松
（
栗
原
市
）
木
村　

格　

栗
昭
30

尾　

松
（
栗
原
市
）
鈴
木　

善
久　

栗
昭
47

文　

字
（
栗
原
市
）
菅
原　

隆
雄　

栗
昭
34

岩
ケ
崎
（
栗
原
市
）
高
橋　

英
夫　

栗
昭
27

鶯　

沢
（
栗
原
市
）
菅
原　

英
俊　

栗
昭
37

花　

山
（
栗
原
市
）
狩
野　

博　

栗
昭
28

一　

迫
（
栗
原
市
）
遊
佐　

仁
哉　

栗
昭
39

長　

崎
（
栗
原
市
）
狩
野　

哲
郎　

栗
昭
39

金　

田
（
栗
原
市
）
佐
藤　

謙
一　

栗
昭
37

築　

館
（
栗
原
市
）
高
橋　

馨
一　

栗
昭
33

玉　

沢
（
栗
原
市
）
大
場　

尚
治　

栗
昭
31

宮　

野
（
栗
原
市
）
三
塚　

精
長　

栗
昭
31

富　

野
（
栗
原
市
）
菅
原　

文
夫　

栗
昭
21

瀬　

峰
（
栗
原
市
）　
（
選
考
中
）

石　

越
（
登
米
市
）
八
巻　

千
治　

栗
昭
40

新　

田
（
登
米
市
）
高
石　

和
義　

若
昭
32

南　

方
（
登
米
市
）
佐
々
木
振
作　

若
昭
28

北　

方
（
登
米
市
）
名
生　

東
右　

栗
昭
34

中　

田
（
登
米
市
）
菅
原　

一　

栗
昭
44

佐　

沼
（
登
米
市
）（
杉
山
章
子
）

花　

泉
（
一
関
市
）
鈴
木　

政
喜　

栗
昭
24

油　

島
（
一
関
市
）
佐
々
木
俊
郎　

栗
昭
45

永　

井
（
一
関
市
）
佐
藤　

智
明　

栗
昭
40

金　

沢
（
一
関
市
）
高
橋　

亨　

栗
昭
21

日　

形
（
一
関
市
）
小
野
寺　

亨　

栗
昭
23

老　

松
（
一
関
市
）
千
葉　

一
己　

栗
昭
34

涌　

津
（
一
関
市
）
菅
原　

昊　

栗
昭
39

仙　

台　
　
　
　
　

目
黒　

文
男　

栗
昭
29

一　

関　
　
　
　

 　
（
選
考
中
）

盛　

岡　
　
　
　
　

千
葉　

行
光　

栗
昭
26

東　

京　
　
　
　
　

遠
藤　

幸
治　

栗
昭
24

迫
川
会　
　
　
　
　

金
野　

勉　

栗
昭
34

　  

　
役
職
等
　
　
　
　
　
氏
　
　
名
　
　
　 

備
　 

考

　

顧　

問　
　

三
浦　

将
照　

第
二
代
会
長

　

顧　

問　
　

佐
藤　

昭　

第
三
代
会
長

　

顧　

問　
　

太
田　

四
郎　

初
代
校
長

　

顧　

問　
　

氷
室　

眞
也　

第
二
代
校
長

　

顧　

問　
　
小
野
寺
千
穂
子　

第
三
代
校
長

　

顧　

問　
　

髙
橋　

義
典　

第
四
代
校
長

　

顧　

問　
　

津
花　

優　

第
五
代
校
長

　

参　

与　
　

三
浦　

孝
洋　

現　

校　

長

　

事
務
局　
　

佐
藤　

由
美　
（
事
務
室
長
）

　

事
務
局　
　

石
川　

勝　
（
学　
　

校
）

　

事
務
局　
　

佐
々
木
真
教　
（
総
務
部
長
）

　

事
務
局　
　

千
葉　

亮　
（
学　
　

校
）

　

事
務
局　
　

佐
藤　

貴
之　
（
学　
　

校
）

　

事
務
局　
　

佐
藤　

彩　
（
学　
　

校
）

　

事
務
局　
　

高
橋　

朋　
（
学　
　

校
）

　

事
務
局　
　

斎
藤　

陽
介　
（
学　
　

校
）

協
賛
金
に

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

平
成
二
十
六
年
度
分

訃 報
初
代
同
窓
会
長

 

三
　
浦
　
三
　
吾 
氏

平
成
二
十
七
年
三
月
五
日
永
眠
致
し
ま
し
た

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す


